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核融合発電において重要なことは温度（１億
度以上）、密度（1020/m3 ）、閉じ込め時間
（１秒以上）である。このうち閉じ込め時間
を⻑くする為にプラズマ中に発⽣するプラ
ズマの乱流に注⽬する。プラズマ中の乱流に
はゾーナルフローやストリーマなど⾊々な
種類があるが、本研究ではその中のドリフト
波について調べるために計測によって得ら
れた時空間パターンからドリフト波を抽出
しなければならない。その時系列データの解
析⼿法として今まで⽤いられてきたものに
テンプレート法[1]というものがある。テン
プレート法とは、まず初期テンプレートとし
て単純な波形を定義し、⽣データと初期テン
プレートとの時系列相互相関関数を求め、相
互相関関数が１に近い（テンプレートの波形
と似ている）タイミングを参照して条件付き
平均法でテンプレートが収束するまで⾏う
解析⽅法である。しかし、テンプレート法で
は、同じ時間幅で切り取った波⻑しか⽐較す
ることができなかった。そこで、違う時間幅
でも⽐較できるように 動的時間伸縮法
（Dynamic Time Warping, DTW）[2]を⽤い
て解析することにした。 
DTW とは２つの時系列データの類似度を距
離的なものとして求める⼿法である。２つの
時系列データのある時刻 t1 , t2 において、 t1 , 
t2 それぞれの組み合わせの⼆乗誤差を計算
し、その合計が最⼩になるように求めている。
これによって異なる時間窓の時系列データ
を⽐較し、解析することができるようになる。 
テンプレート法によって求められる相関係
数と DTW によって求められる距離について
⽐較してみた。ここで、相関係数は⼤きい⽅

がより求めたい波形（テンプレート）に近く、
DTW の距離は短い（値が⼩さい）⽅がより
求めたい波形に近い。相関係数と DTW 距離
の時間発展をプロットすると、下図のように
なった。 

 
相関係数が⼤きい時に距離が⼩さく、相関係
数が⼩さい時に距離が⼤きくなっており、テ
ンプレート法を⽤いた解析と同じような結
果を得ることができた。よって、DTW が raw
データとテンプレートとの⽐較に使えるこ
とがわかった。 
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